
三木の祭り屋台 紹介リレー
問 (市)企画政策課 企画政策係　市では、市制施行70周年記念事業として、10月26日に「三木の祭り屋台大集合」を開催し

ます。ここでは、地域に代々伝わるお祭りで奉納されている「祭り屋台」の魅力と文化を守
り育てる皆さんを紹介します。
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　今年は三木の祭り屋台大集合
が終わったあと、久留美屋台と与
呂木屋台が揃って与呂木の坂道
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本号紹介の
秋祭りスケジュール

●八雲社（与呂木）
　10月13日㈰、14日㈪
　午前10時頃　宮入　
●八雲社（久留美）
　10月13日㈰、14日㈪
　午前10時頃　宮入
●若宮八幡宮（宿原）
　10月19日㈯（夜宮）
　午後6時頃　宮入
　10月20日㈰（昼宮）
　午後6時頃　宮入 与呂木与呂木
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棒の改修を行い、屋台四

よ す み

隅の
飾り房は古来の逸品として20
年の時を経て復活しました。
水引幕は「大阪夏の陣」、高欄
掛は退治物、昼提灯は「雲

うんりゅう

龍
阿
あ う ん

吽」で淡路の梶内にて製作。

　八雲社の例大祭では、久留美・
与呂木の2基の屋台が奉納され
ます。宵宮には、屋台が太鼓を
響かせ町内を巡り、宮入を終え
ると住民による夜店が催され、
参拝者をもてなしてお祭りムー
ドを盛り上げます。
　久留美地区では、老若男女皆
で祭りを楽しんでいます。
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台ですが、度々の修繕改修で
美しさを保っています。
　水引幕は白地に乙姫様が美
しく描かれた浦島伝説。高欄
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　夜宮は、町内を巡行し神鉄恵
比須駅から中央公民館まで岩壺
神社奉納屋台6基と合同運行し
ます。夕方には若宮八幡宮に宮
入り。昼宮は若宮八幡宮にて子
ども奉納相撲の後、町内を巡行
しつつ岩壺神社へ宮入りし、同
じ三木小学校区の岩壺神社屋台
と交流を深めています。
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　三木の祭り屋台は台座の上部に赤い布団を
積み上げているのが特徴で、「タイコ」のほか
に「布団屋台」とも呼ばれています。
　布団屋台は瀬戸内海の沿岸一帯に広がって
います。諸説ある中で、高

た か だ や

田屋嘉
か へ え

兵衛らによ
る蝦

え み し

夷（北海道）松前との交易など、江戸後期
には瀬戸内での船の往来が活発になる中で、
情報が交換され、まつりの形式が似通ってく
るうちに、布団屋台が普及したと考えられて
います。
　なぜ布団を乗せたのかは、「神さまが休め
るように」など、さまざまな説がありますが、
はっきりとしたルーツは分かっていません。

▲ 播磨町阿
あ え
閇神社秋祭絵巻〔1820(文政3）年〕に描か

れた、初期の布団屋台と思われる屋台。当時すでに
祭礼に練りだしていた三木の布団屋台も近い姿で
あったと考えられている。

保存会会長　田中 保弘 さん保存会会長　田中 保弘 さん

【参考】三木市観光協会　三木の祭  屋台・獅子舞・写真集
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▲ 三段の平屋根（加佐東） ▲ 反り屋根（石野）


